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▲はじめにV

お買い上げいただき誠にありがとうございます。 ご使用の際には、取扱説明害をよく読
んでいただき、正しくお取り扱いくださるようお願い申し上げます。
取扱説明諧は、本製品を正しく動作させ、安全にご使用いただくために、必要な知識を
提供するためのものです。 いつも本製品と一緒に置いて使用してください。
また、取扱説明書の内容について不明な点がございましたら、弊社セ ー ルスマンまでお
問い合わせください。

▲梱包内容の確認V

冬季の寒い時期などに急に暖かい部屋で開梱しますと、本製品の表面に露を生じ、本製
品動作に異常をきたす恐れがありますので、室温に馴染ませてから開梱するようお願い
申し上げます。

本製品は十分な検査を経てお客様へお届けいたしておりますが、ご受領後開梱しました
ら、外観に損傷がないかご確認ください。 また、本製品の仕様、付属品等についてもご
確認をお願いいたします。
万 一、損傷・欠品等がございましたら、
さい。

ご購入先または弊社支店・営業所にご連絡くだ
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� i l11電源について111 し
i 供給電源が本製品の定格銘板に記載されている定格内であることを確認してください し

i また、さ感電や火災等を1り止するため、電源ケ ー プルや接続ケ ー プル、及び2極 ー 8極板 し
i 換アタフタは、必ず弊んから支給されたものを正しくお使いください。 l 
し 11保i役接地及び保戦機能についてII � 
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i 本製品の電源を入れる前に必ず保護接地を行ってください。 し
i 保護接地は本製品を安全にご使用いただき、お客様及び周辺機器を守る為に必要です。 i 
i なお、次の注意を必ずお守りください。 し‘ l)保護接地
i 本製品は感電防止などのために、接地線のある 3 極電源ケ ー ブルを使川してい i 
i ます。必ず保股接地端子を備えた 3 極電源コンセントに接続してください。 ‘ 

! 2)保冒接地の注意
i 紅品に電源が供給されている場合に、保護接地線 の切断や保護接地端子の結 i 
i 線を外したりしないように、注意してください。

i もしこのような状1L月になりますと本製品の安全は保証できません。 i 
、 3) 2栢 ー 3極変換アダプタ ＼ 

I 汀：｀｀｀；瓢聾鱈冨評塁塁昇贔認‘ :

II .ガス 中での使用Ill
[`し←ーアース線

i 
i 可人噌、爆発性のガス、また蒸気のある雰囲気内で使用しないでください。 i 
i ぉ客； ＇ 及び本製品に危険をもたらす原因となります。

i ！ ■ ケ ースの取り外し111 し
し 本製品のケ ース取り外しは、たいへん危険ですので、那社のサービス マン以外が行うこ し
し とを禁止いたします。 し
� - 1 -i-. 1.:c;.1=1.,..,.� • ...,�,!,_ � i l11入力信号の接続Ill • i 
i 棗製品の讐護接地端子を確実にi妾地してから被測定装憤への接続を行ってください。 し

： 
製品とf続される測定器等の妾地電位旅が、同相許容入力電圧範囲(2 5 o vrnIS)を l 、 越えないようにご注意ください。

し 111耐電圧性能.
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i 本製品は 5 0または 60Hz の同相入力電圧に対しては高い耐電圧性能を有しておりま i 
i すが、同1廿電圧がそれよりも高い周波数成分を含む場合の耐電圧性能は周波数が高くな i 
i るほど、氏くなります。例えば、 ス パイク状の同相信号に対してはサ ー ジ吸収素子等を 、
i 本製品前段に川いて本製品および作業者を保護する必嬰があります。 l i ■ 出力信号の接続II • I
i 本製品の出カコモンは保獲接地と同じ測定系の接地点に接続してください。 i
し しi ■ ヒュ ー ズの交換Ill し
i ヒュ ー ズを交換する場合、下記の項目に十分注意を払って行ってください。 し
、 1)ヒュ ー ズ切れの場合、本体内部が故障していることが考えられますので、ヒュ ー し

i ズを交換する前に原因をよくお確かめください。 し
2)ヒュ ー ズ交換するときは、必ず電源スイッチをOFFにし、電源ケ ー プルをコネクタ し

し より外し、入カケ ー ブルも外してください。 l �. 3)ヒュ ー ズは必ず指定の定格のものを使用してください。 、
� . . . .... . � 
i IIニカド電池の取り扱いIll i 

i 杢冒層垢蒻扇忍贔畏晋竺閲患嘉闊苓焚嘉ばtこ函閃6i索闊り分解したりしないでください。 l

| ニカド電池は貴重な資源となりますので限り外し、端子にテ ー プを貼るなどの処i]をし i、 てからニカド電池リサイクル協力店に持疹して下さい。
し 電池を取り外す際に、電池が液もれを起こしている場合は、目に入ったり、皮膚や衣服 し！ に付着したりしないように注意してください。もし、目に入ったり、付普したりした場 し
、 合は、すぐにきれいな水で洗い流して下さい。 し
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